
 

 

 

 

 

 

 

 

信濃川中流域におけるコクチバスの駆除技術開発 

参事・資源課長 安 沢   弥  

コクチバスは冷水域や流れの速い水域で生息でき

るため、アユや渓流魚への影響が心配されています。

新潟県内では主に加治川水系、阿賀野川水系及び信

濃川水系で確認されていますが、一部のダム湖を除

いて河川における生態知見や駆除実績はほとんどあ

りません。そこで当場では国（水産庁）の委託を受

け、平成 27年度から長岡市内の信濃川を調査水域と

して駆除技術開発に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

１ コクチバスの産卵場 

 効率的に駆除を行うには、親魚が集まり稚魚が育

つ産卵場を見つけることが重要です。産卵床は５～

６月にワンドと呼ばれる入り江状の静穏域で、水温

15～19℃、水深１ｍ以浅、底質は小石等があり比較

的水通しの良い所で多く確認されました（写真２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワンドの形や静穏域の位置は河川の水位ですぐ変

化しますので、雪解け水の状況等によって産卵場所

も変わってきます。今年は雪解け水が非常に少なく

産卵に適した静穏域が多くできたため、昨年の河川

水量からは想定できないような場所でも天然産卵床

が見つかりました。 

 

２ 稚魚の成長と分布 

 当歳魚の成長や分布実態を把握するため、産卵が

確認されたワンド周辺及び信濃川本流で、投網等に

よる調査を行っています。当歳魚の標準体長は、今

年６月下旬に平均 24mm、８月上～中旬には 72mm に

成長しましたが、その後は停滞しているように見え

ます（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年も同様な傾向であったことから、成長の早い大

型の当歳魚は、河岸からの調査では採捕が難しい場

所へ徐々に移動していったと考えられます。 

 話はかわりますが、投網調査においてコクチバス

の幼稚魚が多数獲れるのに驚いています。今年７～

10 月に投網を延べ 414 回打った結果、採集した魚の

26％がコクチバスで、在来魚のニゴイ、オイカワと

新潟県内水面水産試験場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地 
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 

第５０号 

（平成２８年１１月７日発行）

1 

写真１ 水中のコクチバス 

写真２ コクチバスの産卵場と天然産卵床 

図１ 当歳魚の成長(H28) 



ほぼ同じ割合でした（表１）。コクチバスの約９割が

当歳魚で、その内どの位が今後生き残るのか分かり

ませんが、とても気になる結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 駆除手法の開発（現状） 

 産卵場を利用した駆除手法の一つとして、人工産

卵床が使えそうになってきました。親魚が卵を産み

たくなるような産卵床を人為的に提供し、生まれた

卵を駆除するという方法です。市販のプラスチック

ザルと寒冷紗と小石で作った産卵床は、河床に直に

置いても浮かせても良い結果が得られました（写真

３）。今年、写真２の産卵場では、天然産卵床よりも

人工産卵床の方で多く産卵が確認され、73 千粒の卵

を駆除することができました。一方で、プラスチッ

クザルに小石を敷いただけものや人工芝を使ったも

のも試しましたが、産卵は見られませんでした。こ

れらの結果から、前述した写真３の人工産卵床がコ

クチバス親魚に気に入ってもらえたようです。 

 他にも産卵場所を利用した駆除では、刺網や張網

による親魚駆除、引き網を用いた稚魚駆除等につい

て、試行錯誤しながらより簡易な手法を考案中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ おわりに 

 今年のコクチバスの調査で、当歳魚を主体に幼成

魚も含め１千尾以上を駆除しており、２～３人の職

員で行った割には獲れるものだと感じました。河川

のバスを完全に駆除することは難しいと思いますが、

在来魚を守っていくには根気よく対応していくこと

が必要です。そのためにも、漁協やボランティア等

の方々に活用してもらえるような手軽な駆除手法を

開発していきたいと考えています。 

 

錦鯉全雌生産技術の普及をめざして 
参事・養殖課長 兵 藤 則 行 

ほ乳類では、雄になるか雌になるかは、ほぼ遺伝

的に決定します。しかし魚類では、遺伝的要因によ

る性決定は、ほ乳類ほど強くなく、環境要因等によ

り、遺伝的に規定された性別と異なる性別に分化す

ることがあります。このような性分化の柔軟性を利

用し、利用価値の高い性別のみを生産する研究がい

くつかの魚種で行われてきました。 

多くの魚類の性染色体は雌が XX、雄が XY です

が、XX の雄（ニセ雄）を作り、XX 同士で交配させ

ることにより、全て雌（XX）の子供を作るというも

のです。 

錦鯉では雌の価値が高いため、この方法で全雌生

産ができれば、効率的な生産が可能になるはずです。

しかし、「美しい鯉をつくる」という至上課題がある

錦鯉では、養殖業者自ら活用できる全雌生産技術を

確立するには、他の魚類と異なる困難な課題があり

ます。 

まず第１に、ニセ雄を作るには雌性発生を経なけ

ればならないのですが、設備や効率の理由で、養殖

業者自ら行うことは不可能です。このため雌性発生

なしにニセ雄を作る方法が必要です。 

第２に、高率で雄化する技術が必要なことです。

従来の方法では雄化率が低いのが難点でした。錦鯉

では、良質の親魚ができる確率がきわめて低いため、

雄化率が低いと良質のニセ雄を得ることができませ

ん。 

写真３ フロート式の人工産卵床（左）と 

コクチバスの産卵状況（右） 

調査期間

場所（区間）

投網回数

魚種 尾数 割合(%)

コクチバス（0歳魚） 397

コクチバス（1歳～） 52

オオクチバス 1 0.1

ブルーギル 4 0.2

ニゴイ 497 28.3

オイカワ 460 26.2

ウグイ 187 10.6

その他 158 9.0

魚類合計 1,756 100.0

H28.7.4～10.5

大手大橋～妙見堰

414

25.6

表１ 投網による捕獲実態 
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第３に、精液を搾出できるニセ雄にしなければな

らないことです。雄化に伴い輸精管が癒着しやすく、

この場合、開腹して精巣を取り出さなければならず、

親魚として１回しか使えなくなるからです。 

この３つの課題が解決できれば、養殖業者でも使

える技術が確立できると考えられ、次のような活用

を想定しています。養殖業者は通常の方法で稚魚を

生産します。この稚魚を雄化処理しながら、選別を

繰り返し、優良な親魚候補だけを残します。この親

魚候補の半数はニセ雄（XX）、残りの半数は雄（XY）

のはずです。見かけ上の判別は不可能なので分子生

物学的な手法により、ニセ雄を判別するのです。こ

の判別手法については、東北大学で研究を進めてい

ただいています。 

本稿では、前述した第２、第３の課題に関する研

究成果を紹介します。 

 17α-メチルテストステロン（以下、MT：使用濃

度 1mg/kg 飼料、0.5mg/kg 飼料）およびアロマター

ゼ阻害剤（以下 AI：使用濃度 1g/kg 飼料）による雄

化を検討しました。平成 25 年度は、全雌魚を対象に、

採卵後 53 日目から 194 日間、平成 26年度は、普通

交配魚を対象に、採卵後 63 日目から 180 日間、それ

ぞれ経口投与しました。 

その結果、平成 25年度生産魚において、精巣が確

認できたのは、MT1mg/kg 区、MT0.5mg/kg 区、

AI1g/kg 区、それぞれ 27％、43％、60％であり、精

液搾出率は、それぞれ０％、36％、17％でした。 

 平成 26年度では、MT1mg/kg 区、MT0.5mg/kg 区、

AI1g/kg 区の雄化率は、それぞれ 80％、80％、90％

でした。供試魚が普通交配魚であるため、雌の割合

を 50％と仮定すると、その雄化率はそれぞれ 60％、

60％、80％と推定されました。 

まだ精液搾出率は低いものの、従来の方法より高率

で雄化する方法がわかってきました。今後、さらに雄化

率と精液搾出率の安定向上を図って行く予定にしてい

ます。 

 
 

コイ・サケなどに特定疾病が追加されます 

病理環境課・主任研究員 中 嶋 一 恵  
 

 『特定疾病』とは、『国内における発生が確認され

ておらず、または国内の一部のみに発生している養

殖水産動植物の伝染性疾病であって、まん延した場

合に養殖水産動植物に重大な損害を与えるおそれが

あるもの』として、持続的養殖生産確保法に基づき

指定されている疾病です。 

 ニシキゴイ養殖が盛んな新潟県では、コイヘルペ

スウイルス病（KHV）などを例に挙げるとイメージし

やすいかと思います。 

 発生した場合、知事から所有者等に対し、飼育魚

の移動禁止や焼却処分等の命令が出ることがあり、

大事に育てた魚を一池まるごと処分しなくてはいけ

ないのは、大変な痛手になります。 

 これまで、特定疾病は 11 疾病、対象動物として３

種類が定められていましたが、国が専門家等の意見

を踏まえ、病原体の危険性の評価を行った結果、特

定疾病および対象動物が 24 疾病、21 種類に拡大さ

れることになりました（平成 28 年 7 月 29 日施行）。 

 以下にコイおよびサケ科魚類について抜粋して、

新たに追加された特定疾病を紹介します。 

精巣 卵巣 不明･不妊 計
MT 1.0 27 17 56 100 0
MT 0.5 43 7 50 100 36
AI 1,000 60 15 20 100 17

対照区 ― 0 100 0 100 ―
MT 1.0 60 0 40 100 ―
MT 0.5 60 0 40 100 ―
AI 1,000 80 0 20 100 ―

対照区 ― 50 50 0 100 ―
 ＊雌雄混合群であるため、雌だけの値に換算した

普通交配魚＊

精液搾出率
(%)

表　雄化処理結果

 供試魚 投与薬剤
投与量

(mg／kg飼料）
生殖腺性別割合（％）

全雌魚
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●コイ 

 これまで、コイではコイヘルペスウイルス病（KHV）

とコイ春ウイルス血症（SVC）が特定疾病として指定

されていました。これに、新たにレッドマウス病が

加わります。 

 レッドマウス病は、もともとはサケ科魚類の特定

疾病として指定されていましたが、サケ科魚類にと

どまらず、様々な魚種で感染がみられます。平成 27

年に、石川県のサケ稚魚で発生し、発生流域では６

魚種 13 個体で保菌が確認されています。今回分離さ

れた株はニジマスへの病原性は低いようですが、感

染経路が判明しておらず、安心はできません。KHV

も同様ですが、河川水を引き込んでの養殖は特に注

意が必要です。 

 

●サケ科魚類 

 サケ科魚類での特定疾病は、これまでレッドマウ

ス病のみでしたが、新たにサケ科魚類のアルファウ

イルス感染症と旋回病が追加されました。いずれも

国内未侵入疾病ですが、レッドマウス病の侵入があ

ったように、いつどんな形で発生があるかわからな

いので、油断はできません。 

 

 その他、内水面関係で追加されたものについては、

以下の表にまとめます。 

 対象疾病、対象魚種が増え、一見大変なようです

が、いずれにしろ予防措置が重要であることは以前

と変わりありません。消毒等を徹底し、魚病対策に

努めてくださるよう、よろしくお願いいたしします。 

表 内水面関係の改正（※下線部が今回追加される疾病および動物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定疾病 
対象動物 

旧 新 

コイヘルペスウイルス病（KHV） こい科魚類 こい 

コイ春ウイルス血症（SVC） こい科魚類 
こい、きんぎょその他のふな属魚類、こくれん、はくれん、 

あおうお、そうぎょ 

レッドマウス病 さけ科魚類 
さけ科魚類、こい、きんぎょその他のふな属魚類、こくれん、 

はくれん、ないるてぃらぴあ 

サケ科魚類のアルファウイルス感染症  さけ科魚類 

旋回病  さけ科魚類 

イエローヘッド病 
くるまえび属

のえび類 
てながえび科 

小生はぬるい温泉や水族館が好きで時々出かけます。潜れない・泳げない小生にと

っては水中散歩をしているような非日常の気分に浸れるからです。先日ある池の記事

に興味を惹かれ行ってきました。海に囲まれ川もないのに鯉や鮒が営々と住み続けて 

いる池。また睡蓮の脇を錦鯉の泳ぐ様子が絵のようだと人気のある池もありました。神社が管理しているので

神秘的なのでしょうか。しかし水族館だ、神秘的だと言っても魚にとっては水の中が生活の場、勝手に何を言

っているのと言われそうですが。今年は年初から突然の大雪で交通マヒ、梅雨以降も雨は少なかったものの他

県では立て続けの台風で大きな被害もありました。夏は県内でも日本一暑い日があり、河川水の減少や水温上

昇による魚への影響も心配でした。当試験場でも井戸水位や設備管理など日々の心配はつきませんが、魚にも

人間にも優しい自然環境が続くことを切に願っています。（M．T 生） 

 水声魚語 
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